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はじめに
「経済学とは何か？」と問われるとき，これに対する的確な回答はそれ
ほど容易ではない。実は経済学の生成以来，経済学についての諸定義も
様々なのである。
先に筆者はマルクス経済学の立場
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
から本誌『経済志林』の企画「経済学
研究のしおり」に，担当する学科目「社会経済学」の学習案内を寄稿し
た1）が，それはあくまでも「社会経済学基礎」と「社会経済学応用」2）の両
者を含む２カ年分の必要最低限の理論的エッセンスに限られ，文字通り現
実的な応用には「独占資本主義論」，「恐慌=景気循環論」，｢現代資本主義
論｣ 等々さらなる諸科目を要すると考えている。
以下は，｢社会経済学基礎｣ の講義理解度の確認のために，筆者が講義の
展開に応じて授業内で小テストと称して実施している模擬試験の一部であ
る。経済学の研究と教育の具体的実践例として参考に供したい。なお付言
すれば，参考資料としてここに掲載されるのは半期（半年）分のみに限ら
れ，他の四分の三は割愛される。
２）計算問題
９．第９回 必要労働と剰余労働
10．第10回 剰余価値の生産方法
１）絶対的剰余価値の生産
２）相対的剰余価値生産の発展
1） 拙稿 ｢理論経済学―マルクス経済学入門｣，『経済志林』第74巻第３号
2006年12月。なお，この機会に重大な誤植２箇所を訂正しておきたい。
p.241，下から11行目「を得て価格以下で…」→「価値以下で」に，
p.243，生産関係の物象化versachlichung→Versachlichung，その下 ｢生産過程｣ →「日常的
意識」に訂正。
2） ちなみに，拙稿「『資本論』第３部綱要」（『経済志林』第75巻第１号，2007年７月）は ｢社
会経済学応用｣ の一部である。
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ここでは最初の10回分を掲げるにとどめるが，各回ごとに模範解答も掲
載しておくことにする。
第１回　経済学の生成と展開
【問題Ⅰ】　次の文中の空欄にもっとも適切な語句を解答せよ。
経済学の対象は，（ １ ）である。それは，８世紀から13世紀の西欧にお
ける中世（ ２ ）社会が，16世紀から18世紀の過渡期を二つの革命によっ
て終わらせたところから始まる。この過渡期を政治的に特徴付けるのは
（ 3 ）であり，経済的に特徴付けるのは（ 4 ）であるが，二つの革命が
勃発する時期は各国ごとに異なる。すなわち，（ 5 ）革命は資本主義の母
国英国ではすでに17世紀に，フランスでは（ 6 ）年に，後発国ドイツで
は「不徹底な」革命が（ ７ ）年に，日本はさらに遅れて（ 8 ）年に起
こったが，（ 9 ）革命の方は英国で（ 10 ）代に，仏米で1830年代に，
独で1850年代，日本は1890年代に始まった。
経済学の生誕は他の諸科学と比較して新しく，商品・貨幣経済の発展を
反映する16世紀以降の（ 11 ）思想にその出発点を求めることができるが，
その本格的な確立は（ 12 ）世紀中頃のフランスにおける（ 13 ）思想を
経て，（ 14 ）開始期の1776年に出版されたアダム・スミスの主著（ 15 ）
を待たなければならなかった。彼らが追究したのは，（ 16 ）の源泉と性質
の問題であった。この間，経済思想は，（ 16 ）の源泉を（ 17 ）過程か
ら（ 18 ）過程へ視点を転換したことによって大幅に進歩した。特にスミ
スは，分業を重視しつつ（ 19 ）説を混乱した仕方で提示した。スミスの
後継者としてはT.R.マルサスや彼と対立した（ 20 ）が代表的であるが，
マルクスと同時代人である（ 21 ）までの経済学者たちをまとめて（ 22 ）
と呼ぶ。彼らの主著にはほぼ共通して（ 23 ）という表題が付けられてい
る。こうして「経済学」（A）という用語は確定したわけである。マルクスの
主要課題は，最初の経済学的著作の表題（ 24 ）に示されたように，彼ら
「社会経済学」講義理解度模擬試験
314
の理論を体系的に超克することであった。ところが，（ 25 ）代になって，
英国のW.ジェヴォンズやオーストリーのC.メンガー，スイス（ただしフラ
ンス生まれ）の（ 26 ）による，それまでとまったく異なる「経済学」が
出現する。いわゆる（ 27 ）革命と呼ばれる財の（ 28 ）と個人の主観的
満足度（効用）を基準とする，「経済学」（B）についての新たな考え方がそ
れである。
【問題Ⅱ】「経済学」（A）と「経済学」（B）をそれぞれ英語スペルで書きなさ
い。
　	
［解答欄］
【問題Ⅰ】
（1）近代市民社会　　（2）封建制　　（3）絶対王政　　(4)マニュファクチ
ュアー　　（5）市民革命　　（6）1789　　（7）1848　　（8）1868　　（9）産
業　　（10）1760　　（11）重商主義　　（12）18　　（13）重農主義　　
（14）産業革命　　（15）諸国民の富　　（16）富　　（17）流通　　（18）生
産　　（19）労働価値説　　（20）D.リカード　　（21）J.S.ミル　　（22）古
典学派　　（23）経済学原理　　（24）経済学批判　　（25）1870　　（26）
L.ワルラス　　（27）限界　　（28）希少性
【問題Ⅱ】
（A）political	economy　　（B）economics
　	
第２回　経済学と歴史認識
【問題Ⅰ】つぎは，経済学の諸定義である。これを読んで下設の問いに答え
なさい。
A）	「経済学の研究主題は富である。経済学の著述者たちは富の性質，富の
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生産および分配の法則を教え，研究することを職とする。」
B）	「この著作で研究しなければならないのは，（ １ ）とこれに対応する
（ ２ ）関係である，……その典型的な場所はイギリスであり」，著作
の最終目的は「近代社会の経済的運動法則を明らかにすること」であ
る。
C）	「土地は富の母であり，労働は富の父である。」
D）	「経済学は諸目的と（ ３ ）をもつ（ ４ ）との間の関係としての（ ５ ）
を研究する科学である。」
E）	「土地の生産物は土地所有者，資本の所有者，労働者という社会の三階
級の間で分配される。この分配の諸法則を決定することが経済学の主
要問題である。」
［設問］
①Ａ～Ｅの著者の人名をJ.M.ケインズというように，名前のイニシャルを
付して答え，Ａ～Ｅを古い順に記号で並べなさい。（例：ＥＢＡＤＣ）
②空欄にもっとも適切な語句を記入し，Ａの書名を英語スペルで，Ｅの書
名を邦訳で書きなさい。
【問題Ⅱ】つぎの空欄にもっとも適切な語句を解答欄に記入せよ。
マルクスは，その主著（ 1 ）に先立つ1859年の著作（ 2 ）の序文で，
1840年代の半ばに彼の達した次の「一般的結論」を「定式化」している。
もともと法律学を専攻する彼が「（ ３ ）の解剖は経済学のうちに求めなけ
ればならない」と考えるに至ったのは，その結論からであり，一般に彼の
そうした歴史観は（ ４ ）と呼ばれている。すなわち，「人間は，彼らの生
活の社会的生産において，一定の必然的な彼らの（ 5 ）から独立した諸
関係に，すなわち，彼らの物質的（ ６ ）の一定の発展段階に対応する
（ ７ ）に入る。これらの（ ７ ）の総体は，社会の経済的構造を形成す
る。これが実在的（ ８ ）であり，その上に一つの（ ９ ）および政治的
（ 10 ）がそびえ立ち，そしてそれに一定の（ 11 ）が対応する。人間の
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意識が彼らの（ 12 ）を規定するのではなく，彼らの社会的（ 12 ）が彼
らの意識を規定する」。この場合，（ ６ ）と（ ７ ），および（ ８ ）と
（ 10 ）は，相互に制約・規定される関係にあるとされる。社会の変革は時
代の意識からではなく，（ ６ ）と（ ７ ）との矛盾・衝突から説明される
ものとされ，これまでの（ 13 ）の４つの継起的諸段階（時代）として，
（ 14 ），（ 15 ），（ 16 ）そして社会的生産過程の最後の（ 17 ）として
のブルジョア的生産様式が大づかみに示されたが，これらはマルクスにお
いてはなお人間社会の（ 18 ）にすぎず，その先にこそ未来社会＝「自由
な諸個人の共同社会」が展望されていたのである。
こうした壮大な社会発展理論は，何よりも構造的で（ 19 ）かつ動態的
理論と特徴付けることができ，ドイツ歴史学派の平板な経済発展段階論と
は根本的に相違している。たとえば，K.ビューシャーは家内経済・（ 20 ）・
国民経済，B.ヒルデブラントは現物・貨幣・（ 21 ）経済，という三段階
説を唱え，またアメリカの歴史家W.ロストウは伝統社会から高度大量消費
時代までの（ 22 ）説を主張しているが，一面的すぎるというほかない。
もちろん，マルクスの「定式」ないし「公式」が完全であるというわけで
はない。最初の（ 14 ）については，それが無階級社会たる（ 23 ）なの
か，G.プレハーノフやK.ウィットフォーゲルのいうように，アジア社会に
特有の（ 24 ）なのか，問題は残るとしても，最近の研究は単線的発展図
式よりも（ 25 ）図式（Multilinear	Schema）を支持している。平田清明
氏はその図式を（ 26 ）世界に限定するが，中村静治氏は「世界を舞台と
する主役の交替の歴史，（ 27 ）と（ 28 ）の入れ替わりによる継起的発
展」とみる。いずれにしても，ソ連東欧型の「（ 29 ）」をマルクスの言う
未来社会，すなわち「自由な諸個人の共同社会」と同一の段階に位置づけ
るのは無理であり，P.マティックやA.パンネクークのいうように（ 30 ）
というのがふさわしい。（ 31 ）が国家の管理下に置かれて商品・貨幣や
（ 32 ）が存在し，「自立した自由な諸個人」は存在していなかったからで
ある。NIESのような（ 33 ）型資本主義についても同様である。F.ポロッ
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クは，スターリン憲法（1936年）が「（ 29 ）」を宣言したころ，（ 30 ）
としてソ連形態のほかに（ 34 ）と（ 35 ）をあげていた。
　	
［解答欄］
【問題Ⅰ】
①　A）J.S.ミル　　B）K.マルクス　　C）W.ペティ　　D）L.ロビンズ
　E）　D.リカード　　年代順　C）E）A）B）D）
②　（1）資本主義的生産様式　　（2）生産ならびに交易　　（3）代替的用途
　　（4）希少な手段　　（5）人間行動
A）Principles	of	Political	Economy　B）経済学および課税の原理
【問題Ⅱ】
（1）『資本論』　　（2）『経済学批判』　　（3）市民社会　　（4）史的唯物論
（5）意思　　（6）生産力　　（7）生産関係　　（8）土台　　（9）法律的　　
（10）上部構造　　（11）社会的意識諸形態　　（12）存在　　（13）経済的社会
構成体　　（14）アジア的　　（15）古代的　　（16）封建的　　（17）敵対的
形態　　（18）前史　　（19）内在因果的　　（20）都市経済　　（21）信用
（22）経済発展五段階　　（23）原始共産制社会　　（24）東洋的専制社会
（25）複合的発展　　（26）西ヨーロッパ　　（27）中心　　（28）周辺
（29）社会主義　　（30）国家資本主義　　（31）生産手段　　（32）賃労働　　
（33）開発独裁　　（34）民主主義的形態　　（35）全体主義的形態
　	
第３回　歴史観と経済学の方法
【問題Ⅰ】つぎの空欄にもっとも適切な語句を解答欄に記入しなさい。
マルクスは，（ １ ）年の主著『資本論』に先立つ（ ２ ）年の著作『経
済学批判』の「序文」で自己の経済学体系を次のように構想した。「すなわ
ち，資本，土地所有，（ ３ ），（ ４ ），外国貿易，（ ５ ）という順序で考
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察する。はじめの３項目で，私は近代（ ６ ）が分かれている（ ７ ）の
経済的生活条件を研究する」。もともと法律学を専攻する彼が「（ ６ ）の
解剖は経済学のうちに求めなければならない」と考えるに至ったのは，
1840年代の半ばに彼の達した次の「一般的結論」による。すなわち，「人
間は，彼らの生活の（ ８ ）において，一定の必然的な彼らの（ ９ ）か
ら独立した諸関係に，すなわち，彼らの物質的（ 10 ）の一定の発展段階
に対応する（ 11 ）に入る。これらの（ 11 ）の総体は，社会の（ 12 ）
を形成する。これが実在的土台であり，その上に一つの法律的および
（ 13 ）な（ 14 ）がそびえ立ち，そしてそれに一定の（ 15 ）が対応す
る。人間の意識が彼らの（ 16 ）を規定するのではなく，彼らの社会的
（ 16 ）が彼らの意識を規定する」。社会の変革は時代の意識からではなく
（ 10 ）と（ 11 ）との矛盾・衝突から説明されるものとされ，これまで
の（ 17 ）の４つの継起的諸段階として，（ 18 ），（ 19 ），（ 20 ）そし
て社会的生産過程の最後の（ 21 ）としての近代ブルジョア的生産様式が
大づかみに示されたが，これらはマルクスにおいては，なお人間社会の
（ 22 ）にすぎず，その先にこそ人類の「本史」＝未来社会（アソシエーシ
ョン）が展望されていたのである。こうした（ 23 ）と呼ばれる歴史観は，
研究にとっての「導きの糸」ではあっても，それ自体は経済学の方法では
ない。
経済学の方法についてマルクスは，1857-8年に書いた７冊のノート（『経
済学批判要綱』）の「序説」の中で，まとまった説明を遺している。理論と
は，混沌とした（ 24 ）を概念に加工することであり，「下向＝分析」を前
提として，（ 25 ）から（ 26 ）へと（ 27 ）する方法こそ科学的に正し
い方法であるとされる。この方法に基いて計画されたのが，冒頭の６部編
別構想である。この構想と現行『資本論』との関連性については，（ 28 ）
という論争が存在する。代表的なものは，変更説，前半３部門説そして
（ 29 ）拡充説がそれである。『資本論』第１部初版序文で著者は，とくに
何事も最初が（ 30 ）であること，その主題は（ 31 ）とこれに照応する
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生産および交易諸関係であり，それが行われている典型的な場所がイギリ
スであり，著作の最終目的は近代社会の（ 32 ）を明らかにすることにあ
ること，（ 33 ）においては顕微鏡や試薬に代わる（ 34 ）が必要である
こと，そして彼自身は（ 17 ）の発展を一つの（ 35 ）と理解する立場に
立つことなどを強調している。
　	
［解答欄］
【問題Ⅰ】
（1）1867　　（2）1859　　（3）賃労働　　（4）国家　　（5）世界市場（と恐
慌）　　（6）市民社会　　（7）三大階級　　（8）社会的生産　　（9）意思
（10）生産力　　（11）生産関係　　（12）経済的構造　　（13）政治的
（14）上部構造　　（15）社会的意識諸形態　　（16）存在　　（17）経済的社会
構成体　　（18）アジア的　　（19）古代的　　（20）封建的　　（21）敵対的形
態　　（22）前史　　（23）史的唯物論　　（24）表象　　（25）抽象的なもの
（26）具体的なもの　　（27）上向　　（28）プラン問題　　（29）資本一般　　
（30）困難　　（31）資本主義的生産様式　　（32）経済的運動法則　　（33）経
済形態の分析　　（34）抽象力　　（35）自然史的過程
　	
第４回　資本主義経済の基礎範疇
【問題Ⅰ】次の文中の空欄にもっとも適切な語句を解答欄に記入せよ。
マルクスは，その主著（ １ ）に先立つ1859年の著作（ ２ ）の序文で
自己の経済学体系を次のように構想した。「すなわち，（ ３ ），土地所有，
（ ４ ），国家，（ ５ ），世界市場，という順序で考察する。はじめの３項
目で，私は近代（ ６ ）が分かれている（ ７ ）の経済的生活条件を研究
する。」この構想と現行『資本論』との関係をめぐって（ ８ ）という論争
が展開されたが，（ ９ ）氏に代表される「資本一般」拡充説がほぼ定説と
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される。『資本論』第1部初版序文で，「何事も端緒は（ 10 ）なこと」，特
に（ 11 ）の分析がそうであること，その著作の主題は（ 12 ）とこれに
対応する生産ならびに交易諸関係であること，その「（ 13 ）場所」はイギ
リスだからイギリスを「主要な例証」として，最終的には「近代社会の
（ 14 ）を明らかにする」ことを目的としていること，方法論的には「（ 15 ）
の発展をひとつの（ 16 ）と理解する立場」に立つこと，「（ 17 ）の分析
には顕微鏡や試薬に代わる（ 18 ）が必要」なことなどを強調している。
『資本論』が（ 11 ）の分析から始めているのは，それが資本主義社会で
の（ 19 ）の存在形態だからである。（ 11 ）は２要因を持つことによっ
て（ 20 ）一般とも（ 21 ）とも区別されるが，この２要因は（ 22 ）に
対応している。現物形態としての（ 23 ）と対照的に商品価値は自ら自身
を表現することはできず，他の（ 23 ）の姿を借りて表現するほかない。
この（ 24 ）の展開は４段階に分けて説明されるが，その第２形態は（ 25 ）
であり，また第４形態が（ 26 ）としての第３形態から区別されるのは，
ただ商品生産者相互の（ 27 ）によって貴金属が排他的に（ 28 ）の地位
につけられたことだけである。「いかにして，（ 29 ），何によって」という
（ 30 ）の論理は，（ 24 ）論と（ 11 ）の神秘性を説く（ 31 ）論，そし
て商品生産者相互の（ 27 ）が問題となる（ 32 ）において与えられてい
ると見ることができる。（ 11 ）の神秘化は，物的形態で現れながら人間労
働が言語と同様に（ 33 ）を受け取り，労働時間が（ 34 ）で測られ，こ
うして生産者相互の関係が「物の社会的な（ 35 ）」として現れる，つまり
人と人との関係が（ 36 ）関係として現れることになることによる。こう
した転倒性（逆立ち）の理由は，商品生産の歴史的独自性，すなわち（ 37 ）
の下での私的所有と（ 38 ）による。（ 38 ）は，交換によって社会的総
労働の諸環として実証されるほかない。（ 31 ）に支配されない透明な生産
関係の具体的例としては，（ 39 ）の世界のほか	，中世封建制社会と（ 40 ）
で労働する（ 41 ）の結合体ないし（ 42 ）が挙げられる。ところで，労
働時間が（ 34 ）で測られる場合の基準となるのは，（ 43 ）時間であっ
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て，それは「現存の社会的に正常な（ 44 ）と労働の熟練及び強度の社会
的（ 45 ）をもって，何らかの使用価値を生産するために必要な労働時間
である」と定義されている。
【問題Ⅱ】論述式問題
１）『資本論』が商品の分析から始めている理由を説明せよ。
２）商品の２要因と労働の二重性との関連について説明せよ。
３）商品論は，貨幣生成論ともいえるが，それは ｢いかにして，なぜ，何
によって｣ 商品が貨幣となるのか，という論理の筋道を説いているから
である。その内容を立ち入って論述せよ。
　	
［解答欄］
【問題Ⅰ】
（1）『資本論』　　（2）『経済学批判』　　（3）資本　　（4）賃労働　　（5）外国貿
易　　（6）市民社会　　（7）三大階級　　（8）プラン問題　　（9）久留間鮫造
（10）困難　　（11）商品　　（12）資本主義的生産様式　　（13）典型的な　　
（14）経済的運動法則　　（15）経済的社会構成体　　（16）自然史的過程　　
（17）経済形態　　（18）抽象力　　	（19）富　　（20）財貨　　（21）労働生産物
（22）労働の二重性　　（23）使用価値　　（24）価値形態　　（25）全体的な価値
形態　　（26）一般的価値形態　　（27）共同行動　　（28）一般的等価物　　
（29）なぜ　　（30）貨幣生成　　（31）物神性　　（32）交換過程　　（33）価値対
象性　　（34）価値の大きさ　　（35）自然的属性　　（36）物と物との
（37）社会的分業　　（38）私的労働　　（39）ロビンソンクルーソー　　（40）共
同の生産手段　　（41）自由な人々　　（42）アソシエーション　　（43）社会的に
必要な労働　　（44）生産条件　　（45）平均度
【問題Ⅱ】
１）『資本論』第１部本文の冒頭文言に見るように，資本主義社会の富は商
品として存在していることから商品分析こそ富の，したがって資本の考
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察の出発点となる。
２）商品の２要因に労働の二重性が対応している。商品の価値には抽象的
人間労働の側面が対応し，使用価値には具体的有用労働が対応している。
３）価値形態の展開において「いかにして」が説かれ，物神性論において
「なぜ」が説かれ，交換過程論において ｢何によって｣ が説かれることを
通して，貨幣が商品世界から生まれ来る必然性が明かされていると解釈
することができる。
　	
第５回　貨幣の諸機能
【問題Ⅰ】次の空欄にもっとも適当な語句を解答欄に記入しなさい。
貨幣にはさまざまな機能があるが，その第1のもっとも基本的な機能は
（ １ ）機能である。それは，商品世界に（ ２ ）の材料を提供し，諸商品
価値を等質で（ ３ ）な大きさとして表す機能である。この機能が円滑に
行われるには，補助的機能として（ ４ ）が必要であり，各国政府がそれ
ぞれ金の一定重量を固定して（ ５ ）を与えるのである。貨幣制度におい
ても先進的であった英国では19世紀から１トロイ・オンスの金を３￡17ｓ
10・1/2ｐと定めてきた。（ ６ ）という形態変換，すなわち（ ７ ）は，
（ ８ ）の極と（ ９ ）人の登場人物からなる二幕の劇にたとえられる。こ
の（ ７ ）を媒介するのが（ 10 ）としての貨幣の機能である。流通界に
おける必要な貨幣量は，（ 11 ）を貨幣の流通速度で除した式	 	
で示されるが，この場合あくまで（ 12 ）辺が他方の辺を規定するのであ
る。（ 13 ）は流通手段量によって規定され，後者は一国に存在する貨幣材
料によって規定されると見る（ 14 ）は，銀・金の大量流入後に生じた物
価騰貴の史実を背景とするが，生産性の上昇に起因する金銀の（ 15 ）に
よる諸商品の金銀（ 16 ）の上昇を皮相に捉えた見解である。（ 10 ）と
しての貨幣は金鋳貨の形で流通するが，流通過程で自然に摩損して名目金
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量が実質から乖離（A）し象徴化が進む。こうした摩損によって発生した
（ 17 ）Wertzeichenは，卑金属の（ 18 ）を経て，最後にまったく無価値
な（ 19 ）にいたる。それが流通する根拠は，（ 10 ）としての（ 20 ）
と国家による（ 21 ）の付与である。しかし，流通必要貨幣(金)量を超え
て（ 19 ）が発行されると，紙幣の代表金量の減少，つまり紙幣の減価，
すなわち（ 22 ）が発生することになる。価値の絶対的な定在としての貨
幣には，致富目的や購買準備金としての（ 23 ）があるが，さらに商品譲
渡と（ 24 ）との時間的分離から生じる（ 25 ）機能が重要である。販売
と購買の関係は，ここでは（ 26 ）関係となり，貨幣はまず（ １ ）とし
て，次に（ 26 ）として，最後に（ 25 ）として三重に機能する。諸支払
いの連鎖と集中により相殺額が現金を節約することになり，こうした
（ 25 ）機能から発生する（ 27 ）はより高い社会的信用に代位補完され
て信用力を強めた（ 28 ）として流通するが，同じ紙券といっても（ 19 ）
とはその発生根拠を異にするのである。国際間決済の最終手段として登場
する貨幣の現物形態は（ 29 ）である。
【問題Ⅱ】下線部（A）に関連して，
①　それは，実質，名目それぞれに対応して，貨幣機能のどの機能とどの
機能との乖離であるといえるか答えなさい。
②　純粋量目の鋳貨が流通界から消え，低品位の鋳貨だけが出回るように
なることを表現した，人物とその言葉を書きなさい。
　	
［解答欄］
【問題Ⅰ】
（1）価値尺度　　（2）価値表現　　（3）量的に比較可能　　（4）価格の度量標準
（5）貨幣名称　　（6）	W-G-W　	　（7）商品の変態　　（8）四つ　　（9）三
（10）流通手段　　（11）商品価格総額　　（12）右　　（13）商品価格　　（14）貨
幣数量説　　（15）価値低下　　（16）表示価格　　（17）価値章標　　（18）補
助鋳貨
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（19）国家紙幣　　（20）瞬過性　　（21）強制通用力　　（22）インフレーション
（23）蓄蔵貨幣　　（24）価格実現　　（25）支払手段　　（26）購買手段　　
（27）商業手形　　（28）銀行券　　（29）世界貨幣
【問題Ⅱ】
①　実質の金分量を示すのは，価値尺度機能，とくに価格の度量標準機能
であり，一定金重量が問題であるが，流通手段としては名目的，象徴
的で，必ずしも実質を伴うものではなくとも通用する。したがって，
摩損鋳貨の場合は，価値尺度機能と流通手段機能との乖離，衝突とい
うことができる。
②　トーマス・グレシャムの ｢悪貨は良貨を駆逐する｣ という言葉。
　	
第６回　商品と貨幣（まとめ）
【問題Ⅰ】次の空欄にもっとも適当な語句を解答欄に記入しなさい。
『資本論』が（ １ ）の分析から始めているのは（ １ ）が資本主義社会
での（ ２ ）の存在形態だからである。（ １	）は２要因を持つことによっ
て（ ３ ）一般とも労働の投下された（ ４ ）とも区別されるが，この２
要因は（ ５ ）の二重性に対応している。現物形態としての（ ６ ）と対
照的に商品価値は自ら自身を表現することはできず他の（ ６ ）の姿を借
りて表現するほかない。こうした（ ７ ）の展開は４段階に分けて説明さ
れるが，その第４形態が第３形態から区別されるのはただ商品生産者相互
の（ ８ ）によって貴金属が排他的に（ ９ ）の地位につけられたことだ
けである。「（ 10 ），なぜ，何によって」という貨幣生成の論理は，（ ７ ）
論と商品の神秘性を説く(11)論，そして商品生産者相互の（ ８ ）が問題
となる（ 12 ）において与えられていると見ることができる。（ 11 ）に
支配されない透明な生産関係の具体例としては，中世（ 13 ）とロビンソ
ン物語の世界のほか	共同生産手段で労働する自由な人々の（ 14 ）があ
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る。貨幣にはさまざまな機能があるが，その第1のもっとも基本的な機能は
（ 15 ）機能である。この機能が円滑に行われるには，補助的機能として
（ 16 ）が必要であり，各国政府がそれぞれ金の一定重量を固定して（ 17 ）
を与えるのである。貨幣制度においても先進的であった（ 18 ）では，19
世紀から1トロイオンスの金を３￡17ｓ10・1/2ｐと定めてきた。（ 19 ）と
いう形態変換，すなわち商品の変態は，四つの極と３人の登場人物からな
る（ 20 ）の劇にたとえられる。この商品の変態を媒介するのが（ 21 ）
としての貨幣の機能である。流通界における必要な貨幣(金)量は，商品価
格総額を貨幣の（ 22 ）で除した式	 	で示されるが，この場合，
あくまでも商品価格総額がＭを規定するのである。（ 21 ）としての貨幣は
（ 23 ）の形をとって流通するが，（ 23 ）は流通過程で自然に摩損して名
目金量が実質から乖離し，象徴化が進む。こうした摩損による価値章標は，
（ 24 ）の価値章標としての補助鋳貨を経て，最後にまったく無価値な国家
紙幣にいたる。それが流通する根拠は，（ 21 ）としての（ 25 ）と国家
による強制通用力の付与である。しかし，（ 26 ）を超えて国家紙幣が発行
されると，（ 27 ），すなわちインフレーションが発生することになる。価
値の（ 28 ）としての貨幣には，まず致富目的や購買準備金としての蓄蔵
貨幣があるが，さらに商品譲渡と（ 29 ）との時間的分離から生じる（ 30 ）
機能が重要である。販売と購買の関係は，ここでは（ 31 ）関係となり，
貨幣はまず（ 15 ）として，次に購買手段として，最後に（ 30 ）として
三重に機能する。諸支払いの連鎖と集中による（ 32 ）が現金を節約する
ことになり，こうした（ 30 ）機能から発生する商品所有者間に流通する
（ 33 ）は銀行に代位されて，金兌換により信用力を強めた（ 34 ）とし
て流通するが，同じ紙券といっても（ 35 ）とその発生根拠を異にするの
である。国際間決済の最終手段として貨幣の現物形態(金地金)	で世界市場
において登場するのが，世界貨幣の機能である。
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［解答欄］
【問題Ⅰ】
（1）商品　　（2）富　	（3）財（貨）　　（4）労働生産物　　（5）労働　　（6）使用価
値　　（7）価値形態　　（8）共同行動　　（9）一般的等価物　　（10）いかにし
て　　（11）物神性　　（12）交換過程　　（13）封建制社会　　（14）共同社会
（アソシエーション）　　（15）価値尺度　　（16）価格の度量標準　　（17）貨幣
名称　　（18）英国（イギリス）　　（19）W-G-W　　（20）二幕　　（21）流通手
段　　（22）流通速度　　（23）金鋳貨　　（24）卑金属　　（25）瞬過性　　
（26）流通必要貨幣（金）量　　（27）紙幣の減価　　（28）絶対的定在　　（29）価
格実現（現金支払）　　（30）支払手段　　（31）債権・債務　　（32）相殺
（33）商業手形　　（34）銀行券　　（35）国家紙幣
　	
第７回　貨幣の資本への転化
【問題Ⅰ】次の空欄にもっとも適当な語句を解答欄に記入しなさい。
「資本としての貨幣」は，一般的には（ １ ）という定式で示されるが，
この定式には（ ２ ）が含まれている。すなわち，（ ３ ）を前提しなが
ら，出発点の貨幣に終点では増加分が，つまり（ ４ ）が発生しているか
らである。こうした貨幣の資本への転化の謎を解く鍵こそが，（ ５ ）とい
う独自な商品の存在である。この商品は他の一般商品と同様に（ ６ ）と
いう２要因を持っているほかに，一般商品にはない（ ７ ）を持っている。
その所有者である近代の労働者は，（ ８ ）に自由であるとともに，いっさ
いの（ ９ ）からも切り離されているという二重の意味において自由な点
において，古代の（ 10 ）や中世の農奴とは区別される。労働力の売買の
行われるところで支配しているのは，｢自由，平等，所有，そして（ 11 ）
である!｣。
労働過程は，人間と自然との物質代謝あり，その点では蜘蛛の巣や蜂の
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巣のような動物の本能的営為に類似するが，人間の場合には（ 12 ）的意
思を必要とする。労働過程の３契機として，労働そのもの，労働対象そし
て（ 13 ）があるが，（ 14 ）が言うように ｢人間は道具を作る動物｣ で
あるという意味で，（ 13 ）が決定的に重要である。労働過程は，あらゆる
（ 15 ）に共通の永久的な自然条件であるが，資本のもとに包摂されて行わ
れる場合には，すなわち資本家による（ 16 ）過程として行われるときに
は，特有な現象を呈することになる。第１に，労働者は資本家の（ 17 ）
の下で労働し，第２に，生産物は直接的生産者に属しない。これによって
労働過程は，同時に（ 18 ）過程及び（ 19 ）過程となる。『資本論』で
は，この過程を当時のイギリスの基軸産業である（ 20 ）工業を例にして
説明している。
　	
［解答欄］
【問題Ⅰ】
（1）G-W-G’　　（2）矛盾　	（3）等価交換　　（4）剰余価値　　（5）労働力
（6）価値（交換価値）と使用価値　　（7）独自の使用価値　　（8）身分的・人格
的　　（9）生産手段　　（10）奴隷　　（11）ベンサム　　（12）合目的　　（13）
労働手段　　（14）B.フランクリン　　（15）社会形態　　（16）労働力の消費　
（17）指揮・監督　　（18）価値形成　　	（19）価値増殖　　（20）綿紡績
　	
第８回　価値増殖過程
【問題Ⅰ】次の空欄にもっとも適当な語句を解答欄に記入しなさい。
19世紀イギリスの基軸産業たる綿紡績業を例として価値形成過程と価
値増殖過程を考察する。（ １ ）過程においてＧ－Ｗで購入されるのは，生
産手段（Pm）すなわち（ ２ ）の棉花および（ ３ ）の紡錘と労働力（A）
であり，購入者である資本家がそれらを消費する過程がすなわち（ ４ ）
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過程に他ならない。
社会的平均労働１時間の生み出す価値を2,000円と仮定し，一日分の労働
力の価値を8,000円とし，資本家は価値どおりに賃金日給として支払うもの
とする。この前提のもとで，［第１例］20,000円の価値のある棉花５Kgと
4,000円の紡錘（磨損分）を用いて４時間の紡績労働がおこなわれた場合，
（ ５ ）円の価値の綿糸が生産された。旧価値部分，すなわち対象化された
過去の労働部分は（ ６ ）時間であり，新価値形成部分，すなわち現在の
労働がおこなったのは４時間である。この場合，価値は形成されたが，増
殖されていない。貨幣は資本に転化せず。
労働力の毎日の維持費と労働力の毎日の支出とは，全く異なった量であ
る	。資本家にとっての労働力商品の購買動機は，それ自身の価値よりも大
きな価値の源泉だという労働力商品の（ ７ ）であった。そこで，[第２例
]資本家は，さらに４時間の労働を要求して８時間の紡績労働をおこなわせ
ることにする。生産手段の消費も倍になり，40,000円の綿花10Kgと8,000
円の紡錘（磨損分）が使用される。資本家は棉花，紡錘，労働力に価値ど
おりに支払い，これら商品の使用価値を消費した。労働力の消費過程は，
商品の生産過程でもあって，綿糸10Kgの生産物を生み出した。資本家が前
貸ししたのは，生産手段に（ ８ ）円と労働者に労働力の価値どおり賃金
日給8,000円の合計，56,000である。それは（ ９ ）円の剰余価値を生ん
だ。「手品はついに成功した。貨幣は資本に転化された」のである。こうし
て　価値形成過程が，ある一定の点，すなわち（ 10 ）が新たな等価物に
よって補填される点を越えて継続されれば，価値増殖過程となる。
（ 11 ）の創造と（ 12 ）の移転・保存が同時並行的に行われるのであ
り，「価値を付け加えながら価値を保存するということは，活動している労
働力の，生きている労働の，一つの天資である」。
生産物価値の形成における労働過程諸要因の役割の相違は，価値増殖過
程における資本諸要素の相違を特徴づける。労働過程の客体的要因である
（ 13 ）は，その価値量を変えないから，（ 14 ）（konstantes	Kapital）と
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呼び，ｃで示し，労働過程の主体的要因である（ 15 ）に転換された資本
部分は価値量を変え超過分＝剰余価値(m)をもたらすから，（ 16 ）
（variables	Kapital）と呼び，vで示すとすれば，
［第１例］は，24,000c＋8,000v＝32,000W
［第２例］は，48,000c＋8,000v＋8,000m＝64,000W		
と表現することができる。これを価値表式という。
このとき，Wは（ 17 ）であり，（v+m）は（ 18 ）であり，「可変資本
の価値増殖の割合」すなわちm/vの百分比を（ 19 ）と呼ぶ。それは資本
による労働力の（ 20 ）の正確な表現である。
【問題Ⅱ】次の計算問題に答えなさい。
［計算問題１］資本による労働の包摂のもとで次の前提で生産がおこなわ
れるとき，下の設問に式と共に答えなさい。社会的平均労働時間15時間
分に相当する52,500円の価値の生産手段（原料と労働手段の磨損分）を
用いて，1日に９時間の生産的労働が行われ，生産物が生産されて，労働
者には労働力の価値通り10,500円が賃金日給として支払われたと仮定す
る。
①　過去の対象化された労働時間はいくらか？　また現在の生きた労働
時間はいくらか？
②　この場合の「価値生産物」はいくらか？
③　この場合の「必要労働時間」はいくらか？
④　この場合の「剰余価値率」はいくらか？
⑤　この全生産結果をc,v,m,Wの価値表式で示しなさい。
［計算問題２］資本による労働の包摂のもとで次の前提で生産が行われる
とき，下の設問に式と共に答えなさい。社会的平均労働時間10時間分に
相当する48,000円の価値の生産手段（原料と労働手段の磨損分）を用い
て，１日に10時間の生産的労働が行われ，生産物が生産されて，労働者
には労働力の価値通り9,600円が賃金日給として支払われたと仮定する。
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①　この場合の「価値生産物」はいくらか？
②　この場合の「必要労働時間」はいくらか？
③　この場合の「剰余価値率」はいくらか？
④　この全生産結果をc,v,m,Wの価値表式で示しなさい。
　	
［解答欄］
【問題Ⅰ】
（1）流通　　（2）労働対象　　（3）労働手段　　（4）生産　　（5）32,000
（6）12　　（7）独自の使用価値　　（8）48,000　　（9）8,000　　（10）労働力の価
値　　（11）新価値　　（12）旧価値　　（13）生産手段　　（14）不変資本　	
（15）労働力　　（16）可変資本　　（17）生産物価値　　（18）価値生産物　　	
（19）剰余価値率　　（20）搾取度
【問題Ⅱ】
［計算問題１］
①　過去の対象化された労働時間は15時間，現在の生きた労働時間は９
時間
②　52,500÷15×9＝31,500円
③　10,500÷（52,500÷15）＝３時間
④　（9－3）÷3×100＝200%
⑤　52,500c＋10,500v＋21,000m＝84,000W
［計算問題２］
①　48,000÷10×10＝48,00円
②　9,600÷（48,000÷10）＝２時間
③　（10－2）÷2×100＝400%
④　48,000c＋9,600v＋38,400m＝96,000W
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第９回　必要労働と剰余労働
【問題Ⅰ】次の空欄にもっとも適当な語句を解答欄に記入しなさい。
１日の労働時間の大きさは，必要労働時間と剰余労働時間の合計からな
る。これを１労働日という。（ １ ）は，直接的生産者自身の生活のために
必要な労働であって，労働の社会的形態の如何を問わず必要な部分である。
「（ ２ ）が直接的生産者から取り上げられる形態だけが，種々の社会構成
体を区別する」のであって，奴隷制，封建制，資本制が区別される。一労
働日のうち労働力の価値の等価を生産するのに必要な労働時間，可変資本
の価値を補填するのに必要な労働時間部分を（ 3 ）と呼び，これを超過す
る労働時間を（ 4 ）と呼ぶのである。したがって諸概念の連繋は，剰余価
値率＝（ 5 ）/ｖ＝剰余価値/（ 6 ）＝剰余労働時間/（ 7 ）＝不払い労
働/（ 8 ）と表現することができる。
労働日の最小限度は（ 9 ）時間にまでは短縮されず，最大限度は肉体的
限界と精神的・（ 10 ）限界によって二重に規定されている。資本の（ 11 ）
衝動をマルクスは，｢資本は既に（ 12 ）であって，これは吸血鬼のよう
に，ただ生きている労働の吸収によってのみ活気づき，それを吸収すれば
するほど活気づく｣ と表現している。
標準労働日をめぐっては，資本と労働の数世紀にわたる闘争が避けられ
なかった。それは商品交換の法則に保障された同等の権利と権利との闘争
である。14世紀中ごろから18世紀にかけては，労働日の（ 13 ）のための
強制法が特徴的であったが，1833年のイギリスの（ 14 ）制定以降は法律
による労働時間の強制的（ 15 ）が趨勢となる。しかし，最初の立法は９
～12才の児童が８時間，13～18歳の少年が12時間というもので，1844年の
追加立法で婦人労働が12時間に制限されるが，18歳以上の男子労働者の労
働日は制限されていない。
『資本論』は，その第１部の執筆時点であった1866年，ボルチモア全米
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労働者大会と第１インターナショナル・ジュネーヴ大会でほぼ同時に８時
間労働日の要求が出されたことに触れて，｢大西洋の両岸で生産関係そのも
のから本能的に成長した労働運動｣ と評している。
	
［解答欄］
【問題Ⅰ】
（1）必要労働　　（2）剰余労働　　（3）必要労働時間　　（4）剰余労働時間　　
（5）ｍ　　（6）労働力の価値　　（7）必要労働時間　　（8）支払い労働　　（9）
必要労働　　（10）社会的　　（11）価値増殖　　（12）死んだ労働
（13）延長　　（14）工場法　　（15）制限
　	
第10回　剰余価値の生産方法
【問題Ⅰ】次の空欄にもっとも適当な語句を解答欄に記入しなさい。
必要労働時間を所与とする（ １ ）の延長によって生産される剰余価値
を（ ２ ）剰余価値と呼び，所与の（ １ ）おける必要労働時間の（ ３ ）
とこれによる（ ４ ）との割合の変化から生じる剰余価値を（ ５ ）剰余
価値と呼ぶ。必要労働時間の（ ３ ）は，労働力価値の諸要素を形成する
（ ６ ）諸商品の低廉化によってもたらされる。つまり生産力の増大が一般
的な結果として労働力の価値の（ ７ ）をもたらすのであって，（ ８ ）の
念頭に，必要労働時間を減らすという目的があるわけではない。競争の分
析は『資本論』の圏外に留保されていたが，（ ５ ）剰余価値の理解に必要
な限りで触れられている。新生産方法の採用による例外的に高い生産力の
個別資本は，その商品の個別価値と（ ９ ）との差額を（ 10 ）として取
得することができる。少なくとも，高い生産力の個別価値＜（ 11 ）<社
会的価値だから，（ 11 ）―高い生産力の個別価値＝（ 10 ）となる。新
生産方法が普及し一般化すれば，（ ９ ）が低下した個別価値を新水準とす
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るから（ 10 ）は消滅することになる。こうして（ 12 ）の上昇が労働力
の価値の諸要素をなしている諸商品を低廉化させたときに初めて（ 13 ）
の増大が起こるのである。商品の価値は，したがって労働力の価値も，労
働の（ 12 ）に反比例するが，（ 13 ）は労働の（ 12 ）に正比例する。
相対的剰余価値の生産方法は，歴史的には３段階の発展を経る。すなわ
ち，第1に（ 14 ），第２に分業に基づく協業，つまり（ 15 ），第３に産
業革命後の（ 16 ）である。協業は，分散した個々の労働の総和を超える
労働の（ 17 ）を生み出すが，資本主義的協業においてはこの労働の社会
的生産力が（ 18 ）として現象する。（ 15 ）には，二重の発生起源を持
つ二つの形態が存在する。（ 19 ）と（ 20 ）が，それである。それはい
ずれも，人間をその諸器官とする一つの（ 21 ）として労働生産力の上昇
をもたらすが，（ 22 ）に依存した狭隘な技術的基礎下で社会的生産を全面
的に変革するにはいたらなかった。（ 16 ）は，（ 23 ）・伝動機構・（ 24 ）
という機械体系から成り，この客体的機構が労働者から自立し，（ 22 ）を
不用化して旧来の生産方法を駆逐するため，これへの反発が（ 25 ）を引
き起こした。（ 16 ）の成立以前の資本による労働の包摂は，（ 26 ）の生
産段階に対応する形式的なものであるのに対して，労働者が労働手段に組
み込まれた（ 27 ）の段階は相対的剰余価値の生産段階である。
賃金は，（ 28 ）の現象形態である。資本主義社会の日常的な意識におい
ては，賃金は（ 29 ）として現象するが，労働そのものが（ 30 ）の実体
であるから ｢労働の価格(価値)｣ というのは同義反復で無意味である。
（ 31 ）と（ 32 ）との同一視こそは，古典学派の混乱の原因であった。
（ 33 ）と（ 34 ）という賃金形態は，いっそう支払い労働と(	35 ）の関
連を見えなくさせる。
　	
［解答欄］
【問題Ⅰ】
（1）労働日　　（2）絶対的　　（3）短縮　　（4）剰余労働時間　　（5）相対的　
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（6）生活手段　　（7）低下　　（8）個別資本家　　（9）社会的価値　　（10）特別
剰余価値　　（11）販売価格　　（12）生産力　　（13）相対的剰余価値　　（14）
単純な協業　　（15）マニュファクチュアー　　（16）機械制大工業　　（17）社
会的生産力　　（18）資本の生産力　　（19）異種マニュファクチュアー　　
（20）有機的マニュファクチュアー　　（21）生産機構　　（22）個人的熟練　　
（23）原動機　　（24）作業機				（25）ラダイト運動　　（26）絶対的剰余価値
（27）実質的包摂　　（28）労働力の価値　　（29）「労働の価格」　　（30）価
値　　（31）労働（労働力）　　（32）労働力（労働）　　（33）時間賃金　　
（34）個数賃金（出来高賃金）　　（35）不払い労働
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The	Written	Examinations	on	the	Subject	“Social	Economics”
Mitsutoshi	OZAWA
《Abstract》
The	author	of	this	text	is	a	professor	of	the	lecture	on	the	subject	“Social	
economics”.	Up	to	now,	I	have	done	the	written	examination	to	confirm	
student’s	understanding	lebel	of	my	lecture.
This	paper	tells	the	examination	contents	with	correct	answers.
The	contents	are	as	follows.
1.　Generation	political	economy	and	divergence
2.　Commodities	&	money
3.　Transformation	of	money	into	capital
4.　Value	formation	and	proliferation	process
5.　Production	method	of	surplus	value
